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＜活動事例の要旨＞ 

  ほ場や栽培状況、出荷実績を調査することで、隔年栽培であっても過去の栽培回数が

多いほ場ほど病害虫による芋の腐敗等が増加し秀品率が低下することが判明した。 

 

１ 普及活動の課題・目標 

  岩国市周東町では新規就農者２名が自然薯を約２５０a栽培しているが、栽培技術が

確立しておらず、ほ場の特徴を把握せずに我流で栽培しているため、生産量が安定して

いない。 

  ついては、栽培の実態を把握すると共に栽培上の課題を把握することで、栽培技術の

確立を図る。 

 

２ 普及活動の内容  

（１）栽培の実態把握 

   自然薯を栽培している地区ごとに調査ほ場を選定し検土杖による断面調査を行った。 

 三瀬川 獺越 川上 下久原 

地吉 松尾 共同田

～滝迫 

稲荷下 傍示ヶ

峠 

大迫 明神 ― ― 

調査ほ場 １ １ ５ ２ ２ ２ １ ２ ３ 

 

（２）土壌の調査 

   断面調査を行ったほ場を中心に土壌を採取しｐＨ、ＥＣ、ＣａＯ、ＭｇＯ、Ｋ2Ｏ、

Ｐ2Ｏ5等を調査した。 

 

（３）出荷状況の確認 

   ２６年産の自然薯（1/21収穫分まで）について、栽培ほ場ごとに収穫量及び秀品率

等を調査した。なお、品質が劣る「劣品」については、その要因となった主要な原因

（「奇形」「線虫」「腐敗」）についても分類して調査した。 

 

３ 普及活動の成果 

（１）栽培の実態把握 

 検土杖による調査の結果、作土が１５

㎝以下のほ場が全体の約７割を占め、最

も深いものでも２０㎝しか作土がなかっ

た。 
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 なお、作土深のほか、湧水やレキの有

無等から、総合的に自然薯の栽培を「不

適」と判断したほ場は３か所、「やや不

適」は２か所、深耕等により「改善」す

ると判断したほ場は７か所、「適」は７

か所であった。 

 

 

 

 

（２）土壌調査 

   石灰の含有量が３００㎎/土100ｇを超えるほ場が２か所あったが、大半は２００㎎

/土100ｇ未満と低かった。このことは土壌ｐＨが５.５よりも低いほ場が全体の５割

を占めることと一致しており、石灰資材の投入により、土壌ｐＨを上げる必要がある

ことが判明した。 

 一方、苦土と加里、燐酸の含有量は共に

少なく、自然薯を栽培する上では基肥等と

して投入する必要がある値であった。 
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（３）出荷状況調査 

 ア 出荷量に対する等級（％）             ウ 作付回数と秀品率 

 

 イ 劣品の原因 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   秀品率が５割を超えたのは１２ほ場中７か所あったが、ＣとＤの２ほ場は線虫によ

る被害で劣品の割合が高くなっていた。また、隔年栽培ではあるが、作付回数が増え

るにつれて秀品率が低下する傾向が認められた。 

 

 エ １本当たりの平均重量と kg単価 

   就農計画では自然薯１本当たりの目標重量を４００ｇとしているが、ＢとＤ、Ｅは

未達成であった。 

   同様に１㎏当たり１１５０円の目標単価に対しＢからＦまでが未達成であった。 

 作付 秀品率 
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（４）まとめ 

    断面調査の結果、作土層が十分確保できていないほ場が多かったが、岩盤までの

深さが４５㎝以上あるほ場が全体の約９割を占めるため、トレンチャー等による深

耕での作土層の拡大が期待できることが判明した。 

    土壌調査の結果、過半がｐＨ値５.５を下回っていたことから酸度矯正の必要性

や不足している苦土や加里、燐酸の施用が必要であることが明確となり、これまで

石灰資材等をほとんど施用せずに我流で栽培してきたことが裏付けられる結果とな

った。 

    また、隔年栽培ではあるが作付回数が増えるにつれて、線虫等の被害で秀品率が

低下する傾向が認められたことから、作付けの間隔や隔年栽培を行う上での対処方

法が必要であることが明確となった。 

 

４ 今後の普及活動に向けて 

   周東町に適した栽培基準を作成するため、①今回の土壌診断に基づく施肥管理指導

を行い、その状況を確認すると共に、②緩効性肥料を用いた施肥体系についても実証

ほの設置等を通じて導入を検討する予定である。 

   また、土壌病害虫対策として、水稲との交互作付が有効であるが、用水の確保が困

難なほ場があるため、③バスアミド微粒剤による土壌消毒の実証ほを昨年12月に設置

したことから、３月以降に自然薯植付けることで線虫等による被害の発生状況を比較

検討する予定である。 

 

 


